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これは組織としてのもみ消し工作。▽市長が指示しない限り不可能なこと。」と迫りました。

指示していない」

の人物像は不明。それが関係

長に代わって、酒井消防長が、「管理者と加害

市民との関係、その他のことはプライバシーもあり答えることは出来ない」と述べて

力者と市の幹部職員がいると聞いている。

▽トップの指示でもみ消しの工作が展開された。▽誰もが知りながら誰もが知

と質問を重ねました。 

この問題を取り上げることに周囲からの強い圧力を感じ

隠ぺい工作という指摘に対し抗

時間の質問時間は終

ができる事態でしょうか。

月議会の一般質問と答弁は全文吉川松伏消防組合のホームページ「議会会議録」に掲載されています。

（いとう）

いとう

iimachi.yoshikawa@gmail.com 

y.runesansu@nifty.com

inagaki-s.com 

今回は１７億円余の２５年度決算の認定が主
一般質問。「救急・救命士暴行事件」について、７月の「会議録」

」との答弁を繰り返
闇の中で、個人の利害関係

姿勢ですませるのでしょうか。 

日発行 

月消防議会の答弁で

と述べるととも

その後の示談成立などは事後報告で聞いた。被害届けの取り下げの指示など一切する必要もなく、して

加害者は救命士を殴って全治２週間のけがを負わせるとともに暴れまくり、窓ガラスをたたき続けるなどき

。警察官も駆けつけている。本来は現行犯逮捕の事例。

られ、説明も一切

」と迫りました。

指示していない」

の人物像は不明。それが関係

管理者と加害

と述べて

力者と市の幹部職員がいると聞いている。」と

▽トップの指示でもみ消しの工作が展開された。▽誰もが知りながら誰もが知

この問題を取り上げることに周囲からの強い圧力を感じ

隠ぺい工作という指摘に対し抗

時間の質問時間は終

ができる事態でしょうか。           

月議会の一般質問と答弁は全文吉川松伏消防組合のホームページ「議会会議録」に掲載されています。

（いとう） 

いとう 

iimachi.yoshikawa@gmail.com  

@nifty.com 

 

           



 

あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
の
記
事
は
表
面
的
で
話

行
す
る
新
春
（と
き
）

が
き
て
い
る
。

（い
と
う
） 

 
 

数
が
力
で
正
義
の
風
土
か 

    

 

 

吉
川
に
は
国
や
県
の
出
先
機
関
は
な
く
大
学
も

あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
の
記
事
は
表
面
的
で
話

創
り
上
げ
た
も
の
。
こ
の

「救
命
士
暴
行
事
件
」

は
ど
ん
な
経
過
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
こ

ど
も
た
ち
が
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
す
。 

調
し
た
言
葉
。
私
た
ち
の
報
酬

・
給
与
は
す
べ

て
市
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
垂
範
す
る
と
力
説
。
そ
れ
を
実

第
三
者
の
眼
が
な
い 

 
 

数
が
力
で
正
義
の
風
土
か 

 
 

誠
実
に
。
出
直
し
て
前
へ 

   

    

  
 吉

川
の
政
治
風
土
は
長
い
時
間
軸
の
中
で
住
民
が

直
に
答
え
る
こ
と
。
そ
こ
を
事
実
確
認
と

「信

頼
回
復
」
の
糸
口
に
し
て
は
ど
う
か
。 

「民
膏
民
脂
」
。
市
長
が
先
に
所
信
表
明
で
強

 

こ
ど
も
た
ち
も
見
て
い
る 

 
 

誠
実
に
。
出
直
し
て
前
へ 

  

職
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
正
直
に
言

え
ば
あ
る
種
の
恐
怖
感
は
今
も
持
続
し
て
い
ま
す
。 

  

 
 

   

長
が
２
人
で

「共
同
記
者
会
見
」
す
る
。
▽
日

常
の

「報
告

・
連
絡

・
相
談
」
。
▽
双
方
の
権

限
と
指
示
。
▽
今
回
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
率

    

関
係
者
。
吉
川
市
や
議
会
の
中
枢
部
に
に
ら
み
つ

け
ら
れ
て
い
る
そ
ん
な
圧
力
さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

私
の
発
言
が
事
実
に
反
し
て
い
れ
ば
即
、
議
員
辞

職
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
正
直
に
言

管
理
者
不
在
で
あ
り
、

「取
り
下
げ
」
は
理
解
に

苦
し
む
。
と
疑
問
の
声
の
続
出
で
し
た
。 

 

 

信
の
火
勢
は

一
段
と
強
ま
り
、
消
防
魂
の
士
気

の
低
下
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。 

 

ま
ず
管
理
者
で
あ
る
市
長
と
当
時
の
消
防

    

実
感
と
し
て
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
件
の
真
相
に
迫
る
こ
と
は
相
当
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
し
た
。
居
直
る
幹
部
や
び
び
る

関
係
者
。
吉
川
市
や
議
会
の
中
枢
部
に
に
ら
み
つ

川
の
事
例
は
▽
全
国
的
に
見
て
も
き
わ
め
て
悪
質
。

▽
公
務
執
行
妨
害
の
事
実
上
現
行
犯
。
即
逮
捕
で

も
。
▽
組
織
で
判
断
し
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
▽

管
理
者
不
在
で
あ
り
、

「取
り
下
げ
」
は
理
解
に

と
繰
り
返
す
だ
け
で
は
無
責
任
。
消
防
本
部
が

火
事
。
放
火
な
の
か
、
失
火
な
の
か
。
原
因
は

な
に
か
。
消
火
の
専
門
集
団
。
手
間
ど
れ
ば
不

    

経
過
の
中
で
市
議
会
で
懲
罰
の
「出
席
停
止
処
分
」

を
受
け
た
際
、
吉
川
育
ち
の
住
民
が
励
ま
し
を
込

め
て
届
け
て
く
れ
た
内
容
。

「岩
盤
」
の
存
在
が

実
感
と
し
て
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

い
る
Ｏ
Ｂ
の
記
者
仲
間
を
は
じ
め
、
総
務
省
消
防

庁
や
埼
玉
県
の
担
当
者
。
東
京
、
草
加
、
三
郷
の

消
防
責
任
者
な
ど
の
意
見
も
聞
き
ま
し
た
が
、
吉

川
の
事
例
は
▽
全
国
的
に
見
て
も
き
わ
め
て
悪
質
。

今
回
の
「救
命
士
暴
行
事
件
」
。
組
織
的

「隠

ぺ
い
工
作
」
。
私
益
優
先
、
権
力
乱
用
と
モ
ラ

ル
欠
如
の
指
摘
に
、
「私
は
指
示
し
て
い
な
い
」

    

の
結
託
。
こ
の

「岩
盤
」
に
弓
を
引
く
と
、
い
じ

め
に
あ
い
、
懲
ら
し
め
ら
れ
る
。
』
こ
れ
は
私
が

か
つ
て
区
長
制
度
撤
廃
の
運
動
を
展
開
し
、
そ
の

経
過
の
中
で
市
議
会
で
懲
罰
の
「出
席
停
止
処
分
」

め
を
つ
け
、
早
く

「明
朗
闊
達
」
の
気
風
を
取
り

戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

マ
ス
コ
ミ
で
警
察
や
消
防
の
分
野
に
精
通
し
て

い
る
Ｏ
Ｂ
の
記
者
仲
間
を
は
じ
め
、
総
務
省
消
防

の
事
件
の
マ
ス
コ
ミ
の
追
及
を
契
機
に
し
て

「説
明
責
任
」
の
考
え
方
が
社
会

一
般
に
広
が

り
ま
し
た
。 

    

従
す
る
者
も
。
こ
の
不
思
議
さ
。 

 

『
吉
川
に
は

「岩
盤
」
が
あ
る
―
。
権
力
者
を

中
心
に
議
会
、
役
所
内
部
、
後
援
会
、

一
部
業
者

の
結
託
。
こ
の

「岩
盤
」
に
弓
を
引
く
と
、
い
じ

中
で
う
や
む
や
の
示
談
処
理
に
。
こ
ん
な
こ
と
が

ま
か
り
通
っ
て
は
使
命
感
に
燃
え
る

「消
防
魂
」

を
貶
め
、
萎
え
さ
せ
、
禍
根
を
残
し
ま
す
。
け
じ

め
を
つ
け
、
早
く

「明
朗
闊
達
」
の
気
風
を
取
り

が
ら
疑
惑
に
迫
る
厳
し
い
立
場
。
そ
の
時
の
姿

勢
と
構
え
は

「権
力
の
座
に
あ
る
者
は
自
ら
そ

れ
を
晴
ら
す
責
任
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
こ

    

 

「上
か
ら
だ
」
。

「天
の
声
だ
」
。

「あ
の
一

族
だ
」
。
誰
も
が
知
り
な
が
ら
誰
も
が
黙
認
。
追

従
す
る
者
も
。
こ
の
不
思
議
さ
。 

特
殊
技
能
の
専
門
集
団
。
信
頼
に
基
づ
く
明
る
く

元
気
な
職
場
環
境
が
不
可
欠
で
す
。 

 

公
務
を
妨
害
さ
れ
、
負
傷
し
た
仲
間
が
ヤ
ミ
の

中
で
う
や
む
や
の
示
談
処
理
に
。
こ
ん
な
こ
と
が

角
栄
さ
ん
に
総
理
大
臣
在
任
中
と
そ
の
前
後

一
貫
し
て
接
近
。
終
盤
に
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

の
担
当
デ
ス
ク
も
務
め
た
。
人
間
味
に
惚
れ
な

「岩
盤
」の
支
持
層
へ
の
甘
え 

 
 
 

隠
ぺ
い
は
、
い
じ
め
と
同
根 

    

   

 

   

消
防
、
救
急
。

「市
民
共
有
の
財
産
」
で
す
。

特
殊
技
能
の
専
門
集
団
。
信
頼
に
基
づ
く
明
る
く

は
難
し
い
。 

庶
民
宰
相
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
つ
き
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
と
言
わ
れ
た

「田
中
角
栄
」
氏
。
そ
の

 
 

「火
を
消
し
」明
朗
な
職
場
に

「岩
盤
」の
支
持
層
へ
の
甘
え 

    

る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

 

  

    

ト
ッ
プ
の

「逸
脱
」
や

「疑
念
」
に
つ
い

て
指
摘
し
た
り
追
及
、
釈
明
を
求
め
る
こ
と

 

消
防
は
市
民
の
財
産 

 
 

「火
を
消
し
」明
朗
な
職
場
に

    

組
織
内
で
取
り
上
げ
た
り
、
説
明
が
行
わ
れ
た
形

跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
事
実
の
中
に
消
防
現
場

の
苦
悩
や
や
る
せ
な
い
気
持
ち
が
に
じ
み
で
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

っ
て
い
る
」
地
域
の
風
土
。

「複
眼
の
視
線
」
の

乏
し
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

  

   

    

加
害
者
は
事
件
発
生
の
16

日
後
に
消
防
本
部

を
訪
ね
て
い
ま
す
。
多
く
の
職
員
が
そ
の
姿
を
目

に
し
ま
し
た
が
、
そ
の
「て
ん
末
」
に
つ
い
て
は
、

組
織
内
で
取
り
上
げ
た
り
、
説
明
が
行
わ
れ
た
形

近
の
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
差
別
扱
い
。
稲
垣

議
員

へ
の
セ
ク
ハ
ラ
騒
動
等
々
。
背
景
は
同
じ
構

図
で
し
ょ
う
。

「誰
も
が
知
り
な
が
ら
誰
も
が
黙

っ
て
い
る
」
地
域
の
風
土
。

「複
眼
の
視
線
」
の

    

    

も
役
所
も
消
防
も
掌
中
に
あ
る
。
も
う

一
つ
の
顔

が
、
ば
れ
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と
の
さ
さ
や
き
が

う
ご
め
い
て
い
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

加
害
者
は
事
件
発
生
の
16

日
後
に
消
防
本
部

も
同
様
で
し
た
。
国
政
を
取
材
し
、
中
央
の
自
民

党
を
担
当
し
た
私
の

「常
識
」
さ
え
通
用
せ
ず
何

度
、
懲
罰
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
か
。
最

近
の
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
差
別
扱
い
。
稲
垣

    

    

者
が
議
会
と
、
市
役
所
の
要
職
。
深
い
利
害
関
係
。

そ
し
て
誰
か
が
も
み
消
し
を
働
き
か
け
た
と
す
れ

ば
、
話
は
別
で
す
。
権
力
の
頂
点
に
あ
り
、
議
会

も
役
所
も
消
防
も
掌
中
に
あ
る
。
も
う

一
つ
の
顔

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「白
か
黒
か
」

「敵
か
味
方
か
」
の
二
分
法
。

「区

長
制
度
撤
廃
」
を
め
ぐ
る
議
会
で
の
懲
罰
の
と
き

も
同
様
で
し
た
。
国
政
を
取
材
し
、
中
央
の
自
民

「生
き
た
教
材
」
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

腹
を
据
え
て
。
誠
実
に
出
直
す
。
新
し
い
年
。

傍
観
者
で
な
く
複
眼
の
眼
で
!! 

 

    

管
理
者
の
市
長
も
当
初
は
正
常
な
感
覚
で
、
適

切
に
判
断
、
指
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
加
害
者

が
有
力
な
後
援
者
の
一
族
で
あ
り
、
身
近
な
血
縁

者
が
議
会
と
、
市
役
所
の
要
職
。
深
い
利
害
関
係
。

な
い
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
答
弁
。
右

へ
倣
う
こ
と
の
強
制
。
そ
れ
に
反
し
、
ま
し
て
追

及
す
る
側
に
協
力
す
れ
ば
、

「敵
」
と
み
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
流
さ
れ
な
い
で
」

と
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。
感
心
す
る

一
方
で
、

こ
の
事
件
の
処
理
は
地
域
の
未
来
に
と
っ
て

「生
き
た
教
材
」
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

    

「救
命
士
暴
行
事
件
」
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
り
、
誰
が
責
任
者
で
あ
ろ
う
と
、
組
織
と
し
て

毅
然
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
す
。 

管
理
者
の
市
長
も
当
初
は
正
常
な
感
覚
で
、
適

し
て
私
益
に
走
っ
て
も
、
批
判
や
当
事
者
の
反
発

が
な
い
限
り
、
組
織
は
こ
れ
を
守
り
、
従
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
が

「指
示
し
て
い

な
い
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
答
弁
。
右

り
し
て
、
放
っ
て
い
る
」
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
信

じ
ら
れ
な
い
と
述
べ
、
さ
ら
に

「人
は
自
分
自

身
で
い
る
権
利
が
あ
る
」

「い
じ
め
は
人
間
と

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
流
さ
れ
な
い
で
」

    

 

誰
も
知
ら
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
天
地
の

神
々
が
見
て
い
る
。
君
と
私
が
知
っ
て
い
る
。
―

「悪
い
行
い
は
必
ず
露
見
す
る
」
―
。 

「救
命
士
暴
行
事
件
」
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で

 

公
益
を
守
る
立
場
が
堅
持
さ
れ
、
議
会
に
チ

ェ

ッ
ク
機
能
が
あ
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
の
よ
う
に
ト
ッ
プ
が
個
人
的
人
間
関
係
を
優
先

し
て
私
益
に
走
っ
て
も
、
批
判
や
当
事
者
の
反
発

は
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
ハ
ー
フ
と
自
己
紹
介
し

た
後

「
い
じ
め
が
あ
っ
て
も
日
常
の
一
部
で
、

普
通
に
見
え
気
づ
か
な
い
」
。

「見
て
見
ぬ
ふ

り
し
て
、
放
っ
て
い
る
」
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
信

 
 

誰
も
知
ら
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
天
地
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
土
地
に
根
差
す

「岩
盤
」
、

一
部
政
党
や
後
援
会
住
民
が
こ
れ
を
包
ん
で
い
ま

す
。 

 

公
益
を
守
る
立
場
が
堅
持
さ
れ
、
議
会
に
チ

ェ

「誠
実
は
嘘
や
偽
り
の
な
い
こ
と
」

「誠
実
で

い
る
た
め
に
は
弱
い
自
分
に
打
ち
勝
つ
勇
気

が
必
要
」
―
。
南
中
３
年
生
の
女
子
生
徒
は
私

は
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
ハ
ー
フ
と
自
己
紹
介
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
と
う 

正
勝 

線
に
と
ぼ
し
く
、
第
３
者
の
眼
が
な
い

「ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
」
と
言
え
ま
す
。
市
役
所
は

「殿
堂
」
。

ト
ッ
プ
の
権
限
と
影
響
力
は
想
像
以
上
に
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
土
地
に
根
差
す

「岩
盤
」
、

で
栄
小
６
年
生
の
児
童
が

「誠
実
で
あ
る
こ
と
」

と
題
し
て
訴
え
た
主
張
の
一
部
。
戸
張
市
長
も

最
初
か
ら
最
後
ま
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

「誠
実
は
嘘
や
偽
り
の
な
い
こ
と
」

「誠
実
で

「天
知
る
地
知
る
己
知
る
」 

透
か
せ
ば
吉
川
が
見
え
る 

題
中
心
。
多
角
的
に
物
事
を
み
る

「複
眼
」
の
視

線
に
と
ぼ
し
く
、
第
３
者
の
眼
が
な
い

「ベ
ッ
ド

 

こ
れ
は
青
少
年
健
全
育
成
大
会

（
11

／
29

）

で
栄
小
６
年
生
の
児
童
が

「誠
実
で
あ
る
こ
と
」

「天
知
る
地
知
る
己
知
る
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主要施策の成果・実績

が

 

＜救急車の到着。全国平均より１分早く＞
 

は平均

事故

53.9

利用してほしいと呼び掛けています。

 

＜
 

囲の拡大や音声の明瞭化

 

＜
 

署。職員は本部長以下

は

ど。

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導

対象に避難

 

＜
国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

で支援を強化することに。吉川は

置き場整備。

 

＜
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

市

自家発電、

るよう継続的に働きかけてい

 

 

 

 

 

吉川、松伏消防組合の

主要施策の成果・実績

が 63.8％松伏町が

  

＜救急車の到着。全国平均より１分早く＞
 救急出動。

は平均 7 分半

事故 426 件。労働災害

53.9％。前年より

利用してほしいと呼び掛けています。

 

＜デジタル化
 消防救急の「デジタル無線設備」

囲の拡大や音声の明瞭化

 

＜消防職員
 消防本部の

署。職員は本部長以下

は 3 人。消防団員は

ど。25 年度で

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導

対象に避難

 

＜消防団を地区防災の中核に
国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

で支援を強化することに。吉川は

置き場整備。

 

＜消防庁舎は
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

市の代表電話

自家発電、

るよう継続的に働きかけてい

 

 得
で
き
る
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る
、
と
痛
感
し
た
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傍
聴
人
は
私

一
人
だ
っ
た
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（い
な
が
き
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吉川、松伏消防組合の

主要施策の成果・実績

％松伏町が 36.1

＜救急車の到着。全国平均より１分早く＞
救急出動。25 年度は

分半。全国平均より

件。労働災害

前年より 2.8％減ったものの全国平均を

利用してほしいと呼び掛けています。

デジタル化。交信と
消防救急の「デジタル無線設備」

囲の拡大や音声の明瞭化

消防職員 149 人。消防団員
消防本部の庁舎内に

署。職員は本部長以下

消防団員は吉川市だけで条例

年度での運営総事業費は

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導

対象に避難や予防の指導にも

消防団を地区防災の中核に
国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

で支援を強化することに。吉川は

置き場整備。（１千２百万円余）

消防庁舎は緊急時に
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

代表電話の移設や関係機関との受発信など

自家発電、非常用水など

るよう継続的に働きかけてい

答
え
ず
、
説
明
を
し
な
い
。 

な
ぜ
、
『推
測
と
は
全
く

違
う
』
と
繰
り
返
す
だ
け
な

の
か
。
ト
ッ
プ
と
し
て
、
納

得
で
き
る
説
明
が
求
め
ら

救急出動は３，７１９

到着の時間は平均

―25 年度消防決算議会質疑から

吉川、松伏消防組合の 12 月議会に予算規模

主要施策の成果・実績説明書と監査委員の審査意見書もそえて。２５年度の

36.1％の割り合いに

＜救急車の到着。全国平均より１分早く＞
年度は 3719 件。前年より

全国平均より 1 分早い

件。労働災害 70 件。自損

％減ったものの全国平均を

利用してほしいと呼び掛けています。

交信と音声の
消防救急の「デジタル無線設備」

囲の拡大や音声の明瞭化。災害時情報の

人。消防団員
庁舎内に吉川消防署。松伏には松伏消防署。それに吉川美南

署。職員は本部長以下 149 人。27

吉川市だけで条例

運営総事業費は

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導

や予防の指導にも活躍

消防団を地区防災の中核に
国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

で支援を強化することに。吉川は

（１千２百万円余）

緊急時に吉川市災害
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

や関係機関との受発信など

非常用水などについても

るよう継続的に働きかけていき

示
談
や
取
り
下
げ
に
至

る
経
過
、
誰
が
判
断

・
指
示

し
た
の
か
に
つ
い
て
、
管
理

者
で
あ
る
市
長
は
明
確
に

答
え
ず
、
説
明
を
し
な
い
。 

救急出動は３，７１９

到着の時間は平均

年度消防決算議会質疑から

月議会に予算規模

説明書と監査委員の審査意見書もそえて。２５年度の

％の割り合いになっています

＜救急車の到着。全国平均より１分早く＞
件。前年より 204

分早い。内訳は急病

件。自損行為 44

％減ったものの全国平均を

利用してほしいと呼び掛けています。 

のレベルアップ
消防救急の「デジタル無線設備」の整備が

災害時情報の保護や収録にも

人。消防団員は計 412
吉川消防署。松伏には松伏消防署。それに吉川美南

27 年度一人増員

吉川市だけで条例定数

運営総事業費は 1 千８９０万円余。災害時の

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導

活躍。２０代は全体の

消防団を地区防災の中核に＞ 

国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

で支援を強化することに。吉川は 13 分団の体制。

（１千２百万円余）次は第 5

吉川市災害対策
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

や関係機関との受発信など

についても見直し

きます。 

相
談
も
せ
ず
、
そ
の
日
の
う

ち
に
吉
川
警
察
署
へ
、
告
訴

の
取
下
げ
に
行
か
せ
た
こ

と
に
な
る
。 

示
談
や
取
り
下
げ
に
至

救急出動は３，７１９

到着の時間は平均

年度消防決算議会質疑から

月議会に予算規模 17 億７千万円余の

説明書と監査委員の審査意見書もそえて。２５年度の

なっています。14

＜救急車の到着。全国平均より１分早く＞ 
204 件の増。

内訳は急病 2305

44 件。災害 25

％減ったものの全国平均を 2％ほど上回る。消防本部では落ち着いて

レベルアップ＞ 
の整備が完了。総事業費

保護や収録にも

412 人＞ 
吉川消防署。松伏には松伏消防署。それに吉川美南

年度一人増員で 150

定数 320 人。実数

万円余。災害時の

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導

２０代は全体の 2.3

国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

分団の体制。

5 分団（きよみ野・本吉川

対策本部にも
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

や関係機関との受発信などができるよう

見直し、整備も。実践的訓練と検証で万全の備え

し
、
告
訴
を
取
下
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
』
と
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
「消
防

長
」
が

「管
理
者
」
へ
報
告
、

相
談
も
せ
ず
、
そ
の
日
の
う

救急出動は３，７１９

到着の時間は平均７分半

年度消防決算議会質疑から

億７千万円余の

説明書と監査委員の審査意見書もそえて。２５年度の

14 項目の質問をしました。

件の増。119 番の通報電話から現場到着までの時間

2305 件。（60

25 件など。症状については軽症

％ほど上回る。消防本部では落ち着いて

完了。総事業費 2 億

保護や収録にも効果。 

吉川消防署。松伏には松伏消防署。それに吉川美南

150 人体制に

人。実数 306 人（

万円余。災害時の出動。訓練。交通整理や鎮火見守り。

近年は自主防災や自治会の消火救急講習会への参加と指導。女性団員

2.3％。若者の参加は大歓迎。

国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、

分団の体制。25 年度は第

分団（きよみ野・本吉川

本部にも＞ 
吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充

ができるよう通信・連絡系統の整備。空調

も。実践的訓練と検証で万全の備え

た
と
こ
ろ
、
示
談
を
了
承

し
、
罰
を
望
ま
な
い
』
と
言

っ
た
。
『
消
防
長
に
も
報
告

し
、
告
訴
を
取
下
げ
る
こ
と

救急出動は３，７１９回 

７分半  

年度消防決算議会質疑から! 

億７千万円余の 25 年度決算書が提出された。

説明書と監査委員の審査意見書もそえて。２５年度の

項目の質問をしました。

通報電話から現場到着までの時間

％）ついで一般負傷

件など。症状については軽症

％ほど上回る。消防本部では落ち着いて

億 2200 万円余。移動無線の更新範

 

吉川消防署。松伏には松伏消防署。それに吉川美南

に。24 時間交代の勤務。女性職員

人（26/4）。若干の報酬、被服

出動。訓練。交通整理や鎮火見守り。

。女性団員 19

％。若者の参加は大歓迎。

国会は先に議員立法で消防団を地域（地区）防災の中核に位置づけ、ハード・ソフトの

年度は第 8 分団（中曽根）の

分団（きよみ野・本吉川）を予定。

吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

室を緊急時の災害対策本部として活用の方針。電話回線の拡充。インターネット回線

通信・連絡系統の整備。空調

も。実践的訓練と検証で万全の備え

ま
た
、
当
時
の
総
務
課
長

は
、
『
加
害
者
が
謝
罪
に
訪

れ
、
示
談
の
話
が
あ
っ
た
。

被
害
者

（救
命
士
）
に
話
し

        

年度決算書が提出された。

説明書と監査委員の審査意見書もそえて。２５年度の経費負担額は吉川市

項目の質問をしました。 

通報電話から現場到着までの時間

一般負傷 504

件など。症状については軽症の割り合いが

％ほど上回る。消防本部では落ち着いて

万円余。移動無線の更新範

吉川消防署。松伏には松伏消防署。それに吉川美南中央公園脇に美南分

時間交代の勤務。女性職員

）。若干の報酬、被服

出動。訓練。交通整理や鎮火見守り。

9 人は幼児やお年寄りを

％。若者の参加は大歓迎。 

ハード・ソフトの

分団（中曽根）の

）を予定。 

吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の

インターネット回線

通信・連絡系統の整備。空調

も。実践的訓練と検証で万全の備え

全
く
違
う
』
『
示
談
成
立
は

事
後
報
告
で
聞
い
た
。
被
害

届
の
取
下
げ
指
示
は
し
て

い
な
い
』
と
市
長
は
答
弁
。 

ま
た
、
当
時
の
総
務
課
長

           

年度決算書が提出された。

負担額は吉川市

通報電話から現場到着までの時間

504 件。交通

の割り合いが

％ほど上回る。消防本部では落ち着いて、適正に

万円余。移動無線の更新範

中央公園脇に美南分

時間交代の勤務。女性職員

）。若干の報酬、被服貸与な

出動。訓練。交通整理や鎮火見守り。

は幼児やお年寄りを

ハード・ソフトの両面

分団（中曽根）の機械器具

吉川市の現庁舎は老朽化。大災害の場合機能しないことも。市では消防本部庁舎の 3 階会議

インターネット回線の整備。

通信・連絡系統の整備。空調、

も。実践的訓練と検証で万全の備えができ

 

『組
織
的
隠
ぺ
い
、
も
み

消
し
工
作
が
あ
っ
た
』
と
の

指
摘
に
対
し
、
『推
測
と
は

全
く
違
う
』
『
示
談
成
立
は

          

年度決算書が提出された。

負担額は吉川市

通報電話から現場到着までの時間

件。交通

の割り合いが

適正に

万円余。移動無線の更新範

中央公園脇に美南分

時間交代の勤務。女性職員

貸与な

出動。訓練。交通整理や鎮火見守り。

は幼児やお年寄りを

両面

機械器具

会議

。

、

ができ

編
集
後
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